
飯塚市中小企業振興基本条例制定までの経緯

・平成15年頃 中小企業家同友会全国協議会が「中小企業憲章」の制定に向け活動を始める。
・平成22年6月 中小企業憲章閣議決定
・平成22年7月 市長を訪問し、勉強会の中で条例の必要性を共有し合い、成文化を実現したい旨を伝える。
・平成22年9月 中小企業家同友会筑豊地区会・嘉飯支部と飯塚市合同の「中小企業振興基本条例」に係る勉強会開催。

その後、12月までに合計4回の勉強会を開催。
・平成24年7月 中小企業家同友会筑豊地区会、中小企業団体中央会筑豊支所主催の中小企業憲章シンポジウムを開催。
・平成27年11月 飯塚市作成の条例案を基に中小企業家同友会筑豊地区会と飯塚市の意見交換会を開催（2回）。
・平成28年1月 「飯塚市中小企業振興基本条例」制定にかかる関係団体意見交換会を開催（２回）。
・平成28年3月 飯塚市議会に議案上程し、可決。
・平成28年4月 「飯塚市中小企業振興基本条例」制定

【参考】飯塚市の産業振興施策（ビジョン）
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長崎街道随一の宿場町として繁栄
農業→商業

石炭産業「筑豊炭田」
全国一の出炭量、人口急増

エネルギー革命、炭鉱閉山による疲弊
→企業、大学の誘致

ベンチャー企業、
大学、研究施設、産業支援機関の集積

「新産業の創出」

情報関連産業の集積（日本一創業しやすい街を目指して）
ITを活用した地域の活性化

e-ZUKAトライバレー構想

大学力を活かした
地域経済の活性化

人と産業が集まり成長するまち

成長するヒトと共に未来を創る
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